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• 2030年の未来社会を描いた「経団連ビジョン」において、イ
ノベーションおよびグローバリゼーションを、持続可能な経
済成長の実現、地球規模の課題解決への貢献の重要な柱
と位置づけ。これは、ＳＤＧｓとも共通。

• 新たな経済成長モデルとして提唱した「Society5.0」を通じて
ＳＤＧｓ達成に貢献。

• 更なる企業の取り組み推進に向け、ＳＤＧsの観点から「企
業行動憲章」および「実行の手引き」を改定（2017年11月予
定）。

• 関連団体の(公社）企業市民協議会（ＣＢＣＣ）において、海
外ミッションの派遣、専門家からのヒアリング等を通じて、Ｓ
ＤＧｓに関する情報を収集して発信。ＣＢＣＣ・経団連会員企
業に対し、ＳＤＧｓへの取り組みに関するアンケートを実施。

経団連のＳＤＧｓに対する取り組み概況
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経団連ビジョン「豊かで活力ある日本」の再生
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IoT、ＡＩ、ビッグデータを活用したスマート農
業により食糧生産を増大
最先端のバイオテクノロジーを用い生産された
スマートフードにより栄養状態を改善

多種多様なモニタリングデータ
を組み合わせ、感染症予防のた
めの早期警戒システムを開発

最先端の技術を活用した
eラーニングシステムを
用いることで、地球上の
誰もが高品質の教育を手
頃な価格で享受可能に

インターネットを通じた教育
や情報へのアクセスにより女
性の地位を向上
ICTを活用して女性に起業の
機会を提供

スマートグリッドシステムの構築によ
る持続可能な電力需給の管理i-Constructionを活用し、レジリエント

なインフラの構築と持続可能な産業化を
促進

産業界、学術界、その他のス
テークホルダーを結びつける
ことで、グローバルなイノ
ベーションエコシステムを構
築

利便性、安全性、経済
性を両立させたスマー
トな都市を創出

スーパーコンピューター
を用いて、気象観測
データの解析に基づくシ
ミュレーションにより、
気候変動問題を解決

水質、森林、土地劣化、生物多様
性などのモニタリングおよびマネ
ジメントに、リモートセンシン
グ・データや、海洋観測データを
活用

Society 5.0 for 
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• 企業が自主的に実践する企業倫理・ＣＳＲに関する原則
• 1991年 「企業行動憲章」制定
• 1996年 「実行の手引き」作成
• 2017年 ＳＤＧｓ等への対応に向けて改定予定

• 企業が自主的に実践する企業倫理・ＣＳＲに関する原則
• 1991年 「企業行動憲章」制定
• 1996年 「実行の手引き」作成
• 2017年 ＳＤＧｓ等への対応に向けて改定予定

社会的に有用で安全な
商品・サービスの開発・
提供

公正な競争と
適正な取引

ステークホルダーとの
コミュニケーション

従業員の多様性を
尊重した労働慣行

安全で働きやすい
労働環境

政治・行政との
健全な関係

反社会的勢力との関係遮断

法令遵守と
国際規範の尊重

人権の尊重

トップによるリーダーシップ

不祥事発生時の適切な対応

高い倫理観を持って社会的責任を果たす高い倫理観を持って社会的責任を果たす

実効ある社内体制の確立

環境問題への
主体的取り組み

社会貢献活動
への取り組み

等

経済社会の発展、持続可能な社会の創造への貢献経済社会の発展、持続可能な社会の創造への貢献

企業行動憲章 for 
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①すで

に対応

してい

る, 29%

②近いう

ちに対応

する予定

である, 
10%

③どのように対応するか

検討している, 31%

④対応も検

討もしていな

い, 19%

⑤SDGsを知ら
ない, 4%

⑥その他, 4%
無回答, 4%

ＳＤＧｓへの対応状況

①すでに対応
している,29％
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SDGsに関するアンケート調査結果①
公益社団法人市民社会協議会（ＣＢＣＣ）では本年２月、ＣＢＣＣおよび経団連会員企業
を対象に、「ＣＳＲ実態調査」を実施。167社より回答を得た。
同調査では、各社のＳＤＧｓへの対応についても質問しており、結果は次の通り。

具体的な対応内容

②近いうち
に対応する
予定であ
る,10%

各目標への取り組み状況

（複数回答あり）

※ 「◎」は最も優先する項目を１つ、「○」は当てはまる項目をすべて選んでいる。

ＳＤＧｓに対応する意義
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SDGsに関するアンケート調査結果②


